
Current Trends in Art Appreciation and
Instructional Development in Arts and Crafts
Classes for Children with Intellectual Disabilities I

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2023-03-13

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 髙橋, 智子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00029429URL



109 
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Tomoko Takahashi  

 

Abstract 

This paper is part of a study of art appreciation cognition among disabled children and the development of a teacher support 

system, focusing specifically on children with intellectual disabilities and current trends in art education in comparison with 

other types of disabilities. We clarify the current situation and problems regarding needs assessment of children learning art 

appreciation in arts and crafts classes. While the cultural and artistic activities of people with disabilities are being promoted, 

there are many problems regarding art appreciation for children with intellectual disabilities. If we want to enhance children’s 

learning of art appreciation, it will be important to clarify the aims of needs assessment and systematize the lesson content and 

goals. 
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１．はじめに 

本研究は、知的障害のある児童生徒の図画工作科及

び美術科の鑑賞学習の在り方に着目し、学校教育にお

いて児童生徒の実態を踏まえた上でより充実した鑑賞

学習を行うための基礎的研究である。本研究の目的は、

児童生徒の知的機能の発達や特性を踏まえた上で、鑑

賞活動における児童生徒の美術作品の認知に関する特

徴を明らかにすると共に、図画工作科及び美術科にお

ける鑑賞学習の指導支援システムの開発を行うことで

ある。 

本研究では、①児童生徒及び教員を対象とした鑑賞

活動や鑑賞学習に対する実態整理（現状と課題の把握）、

②鑑賞活動における児童生徒の美術作品に対する認知

の特徴分析（認知の特徴分析）、③児童生徒の鑑賞に

おける認知と学習上の要素（環境、対話、教具等）の

関連性の考察、④図画工作科及び美術科における鑑賞

学習の指導支援システムの開発（指導支援の検討）に

取り組んでいく。 

本論は、上記研究の一部を成すものであり、①の一

環として、知的障害のある児童生徒の鑑賞学習に焦点

を当て、他障害種と比較した鑑賞学習の現状を考察す

るものである。さらに、知的障害のある児童生徒の図

画工作科及び美術科の鑑賞学習における実態把握（方

法等）について、先行研究や調査を基に、その現状や

課題、今後の可能性を考察していく。 

２．障害のある人の文化芸術活動の推進 

 障害のある人の文化芸術活動については、平成 30 年

６月に、「障害者による文化芸術活動の推進に関する

法律（平成 30 年法律第 47 号）」が公布・試行された
１）。これは、文化芸術活動を通じた障害者の個性と能

力の発揮及び社会参加の促進を目的としている。基本

理念には、文化芸術を創造し享受することが生まれな

がらの権利であり、障害の有無にかかわらず、文化芸

術を鑑賞・参加・創造することができるよう文化芸術

活動を推進することが掲げられ、文化芸術の鑑賞や創

造機会の拡大等が施策として示されている１）。 

 文化庁では、この法律の基本的施策に沿い、鑑賞の

機会の拡大・創造の機会の拡大・作品等の発表の機会

の確保といった障害者等による文化芸術活動の推進に

関する施策の総合的かつ計画的な推進事業に取り組ん

でいる。実際に、文化庁の障害者等による文化芸術活

動推進事業の公式ウェブサイトでは、障害者等による

文化芸術活動推進事業の募集を行い、令和元年より継

続して、事業の採択及び事例紹介を行っている２）。令

和４年度の募集では、「共生社会の実現に向けた障害

者等による文化芸術活動推進プロジェクト」と「障害

者等による文化芸術活動の推進に向けた課題解決プロ

ジェクト」の募集が行われた３）。本事業への応募・採

択件数は前年度より増加傾向にあり、これは障害者等

の文化芸術活動の推進への問題意識が高まっている結
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果といえよう。また、採択された団体には、府や県、

特定非営利活動法人や公益財団法人、一般財団法人、

社会福祉法人等があげられ、各団体が問題意識を持ち、

様々な視点から障害者等による文化芸術活動の推進に

取り組もうとしていることがわかる４）。 

 

３．障害のある人の文化芸術〈美術〉の鑑賞実態 

 障害のある人の文化芸術の鑑賞の実態については、

文化庁が調査を実施している。障害者を対象として実

施した調査（平成 29 年）５）では、過去１年間に文化芸

術を直接鑑賞した障害のある人の割合は 44.6%であり、

50％未満となっている。この調査と同じ時期に内閣府

が実施した「文化に関する世論調査」（平成 28 年）に

よると、調査対象者（全国 18歳以上の日本国籍を有す

る者）の文化芸術の直接鑑賞の割合は 59.2％であった
６）。これらの文化芸術の直接鑑賞の回答結果を比較す

ると、障害のある人の直接鑑賞の割合が低く、課題が

残る結果となっている。また、障害のある人の直接鑑

賞において「美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、

書、写真など）」を対象とした人は 15.8％であり、映

画（19.9％）や音楽（18.6％）と比較して低い値を示

しており、他領域の鑑賞活動と比較すると美術の直接

鑑賞は低い値を示している７）。また、先の調査５）で「過

去１年間に文化芸術を直接鑑賞しなかった理由」とし

て一番高い値を示していたのは、「関心がないから」

であった。 

 障害者の文化芸術活動が注目を集める中、文化芸術

活動を通して心の豊かさや相互理解をもたらすために

は、障害のある人が広く文化芸術活動に関心を持ち、

生涯を通して芸術に関わっていく資質能力の育成が必

要不可欠である。そのためには、学校段階における表

現及び鑑賞教育の充実や促進が重要になると考える。

文化庁が示している障害者による文化芸術活動推進事

業の事例集（平成２年度）８）には、37 事例が紹介され

ているが、学校との連携事例は５件の報告に留まって

いる。また、その内の４件が音楽に関するものであり、

１件が地元アーティストと共に表現活動（ラジオ番組

製作）に取り組む内容であった。全体の報告数と比較

して、学校教育との連携による事例が少ない上に、美

術の鑑賞に関する事例は報告されていないという現状

であった。今後は、障害のある児童生徒の文化芸術活

動に関する関心を高めると共に、その魅力や意義を児

童生徒が理解し、生涯にわたり文化芸術を鑑賞・参加・

創造することができるような資質能力を図画工作科や

美術科の授業を通して育成することが重要になると考

える。 

 

４．図画工作科及び美術科における課題 

「障害者の権利に関する条約」９）第 24 条（教育）で

は、障害のある人を包容するあらゆる段階の教育制度

及び生涯学習を確保することが示されており、人々が

共に学ぶ仕組みとしてのインクルーシブ教育システム

の理念が提唱されている。図画工作科や美術科におい

ても、平成 29 年に告示された小・中学校学習指導要領

の中で障害のある児童生徒への配慮に関する事項が新

設され、実態に応じて計画的・組織的に各教科等の指

導内容・方法の工夫を行うことが示された 10）11）。 

しかし、障害のある人の文化芸術活動の促進や芸術

活動が近年注目を集めている一方で、学校教育におけ

る図画工作科や美術科の指導等については、課題が多

い。これまで、継続的に静岡県内の特別支援学校（病

弱、知的、肢体不自由等）の授業研究に関わっている

が、美術を専門的に学んだ経験がなかったり、苦手意

識が強かったりするために、題材開発及び研究や指導

の在り方等について課題を感じているという教員の声

をよく耳にする。図画工作科及び美術科の授業実践に

おいては、授業の構成要素である教育内容、教育過程、

教育方法、教育評価の全ての要素において、教員が課

題を感じていることが明らかになっている 12）。こうし

た現状の解決のためには、学校教育における美術教育

の意義や障害のある児童生徒に育成したい資質能力を

明確にすると共に、授業づくりに関する各課題解決の

ための研究や研修が求められているといえる。しかし、

現状では障害のある児童生徒を対象とした図画工作科

や美術科の指導に関する教員の学習機会が得られてお

らず、研修の機会もほとんど実施されていないことが

明らかになっている 13）。 

 

５．知的障害のある児童生徒の鑑賞学習の現状 

近年、図画工作科及び美術科において、鑑賞教育の

充実が強調されている。小・中学校における鑑賞領域

の学習に関しては、幅広い視点から実証的及び理論的

研究が押し進められており、その研究成果（理論、内

容、方法等）が蓄積されてきている。鑑賞の学習を通

して、児童生徒が生活や社会の中の形や色などと豊か

に関わったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方

を深めたりする資質・能力の育成が目指され、適切か

つ十分な授業時数を確保することが学習指導要領に明

文化されている。平成 29 年に改訂された特別支援学

校の小学部・中学部学習指導要領においても、知的障

害のある児童生徒に対して、図画工作科や美術科の学

習を通して、同様の資質・能力の育成が目指されてお

り、現場教員がこうした目標を自覚し、より意識的に

鑑賞の学習に取り組むことが求められている。しかし

ながら、知的障害のある児童生徒を対象とした鑑賞学

習の研究については、その実態を踏まえた実証的及び

理論的研究が積極的に進められていないという状況に

ある。例えば、視覚障害のある人を対象とした鑑賞に

関する研究は、2000 年前後より活発に取り組まれるよ

うになってきた 14）。視覚障害者にとっての鑑賞活動の
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意義の追求、視覚障害者や美術館等のネットワークづ

くり、美術館等を活用した鑑賞プログラムやワークシ

ョップの内容や方法の提案も積極的に行われている
15）。さらに、一般企業が視覚障害者向けの美術鑑賞ガ

イドの実証実験や普及に取り組む等、近年、視覚障害

者の美術鑑賞システムやコンテンツの開発が広がりを

みせている 16）。 

障害者や障害のある児童生徒を対象とした美術作品

の鑑賞に関する研究については、表現の研究と比較し

て多くない。田中ら（2017）は、自閉症スペクトラム

傾向の強弱が、絵画の鑑賞における情動的な反応や絵

画から受ける印象等に影響を与えることを報告してい

る 17）。また、佐藤ら（2019）は、視覚・重複障害児を

対象として、美術作品を触察することにより鑑賞時に

おける諸要素（時間、言語化等）を事例からデータ化

している 18）。さらに、鑑賞においては触運動と言葉を

用いて丁寧に児童に行うことが望ましく、思考の高次

化を目指した指導が可能になると指摘している。また、

視覚障害のある児童生徒を対象とした実証研究等が進

められている（小禄 2021、半田 2018、小宮山 2015）。

いずれにしても、自閉症や視覚・重複障害児、視覚障

害のある児童生徒を対象としたものである。知的障害

のある児童生徒の鑑賞教育に関しては、花田（2022）

の知的障害特別支援学校でのオンライン対話

型鑑賞の実施方法や学習評価について検討し

た研究があげられるが 1 9）、他障害のある児童生

徒と比較して、知的障害のある児童生徒の美術作品の

鑑賞学習については先行研究が少ない状況にある。 

 

６．知的障害のある児童生徒の美術作品鑑賞の実践 

（１）事例 

 これまで、障害のある児童生徒を対象として、美術

館や特別支援学校等と連携を行い、鑑賞及び表現活動

に取り組んできた。2018 年と 2019 年に、静岡市生涯

学習センターで障害のある児童生徒を対象とした講座

を２回実施した（図１、図２）。2018 年は MOA 美術館

の学芸員、2019年は静岡県立美術館の学芸員と連携 20）

を行い、鑑賞及び表現活動に取り組んだ。また、同じ

く 2019 年には、特別支援学校（知的）の高等部の生徒

を対象にして、美術作品（屏風）の鑑賞に美術館の学

芸員と共に取り組んだ(図３)21）22）23）24）。 

 

（２）問題意識 

この３つの実践において、障害のある児童生徒の鑑

賞活動に取り組む際、先行事例の少なさから、手探り

で題材研究を行うことになった。美術作品の鑑賞に対

して興味関心を持ってもらうために、直接鑑賞が可能

な静岡県内の美術館が収蔵する作品を題材として選択

した。また、実際の作品とほぼ同サイズの屏風（レプ

リカ）を鑑賞場所に展示することとし、屏風を展示す

る過程も含め、学芸員等との対話による鑑賞学習に取

り組んだ。美術作品の展示方法や屏風の性質を理解す

ると共に、他者（学芸員や参加者等）と対話を楽しみ

ながら、美術作品の鑑賞に興味関心を高めてほしいと

願った。３つの実践とも、連続性がない全 1 回のワー

クショップとし 25）、表現や他教科の活動と相互に関連

した鑑賞内容を設定した。全ての事例で、児童生徒は

学芸員等と話したり、他者の考えを聴いたり積極的に

鑑賞に取り組んだ。 

一方で、一連の鑑賞の取り組みを通して、障害のあ

る児童生徒の鑑賞学習について、児童生徒の知的機能

図２ 静岡県立美術館の学芸員との対話鑑賞の様子 

図３ 静岡県立美術館の学芸員との対話鑑賞の様子 

図１ MOA美術館の学芸員との対話鑑賞の様子 
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の発達や特性といった実態を踏まえた上で、図画工作

科及び美術科における鑑賞学習の題材開発や研究を行

ったり、指導支援システムの開発を行ったりすること

が重要であると考えるようになった。児童生徒の実態

把握により、題材内容や指導支援の在り方は大きく変

化する。 

特別支援学校の小学部・中学部の図画工作科及び美

術科の目標や評価に関しては、令和２年に文部科学省

から「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」

が示され、その中で図画工作科及び美術科の各段階の

評価の観点及び趣旨が示されている 26）。美術鑑賞に取

り組む教員は、学習指導要領や上記資料を基に、学習

目標を設定し、評価規準を作成し評価を行うことにな

るが、特別支援学校（知的）においては、児童生徒の

実態（美術作品の認知に関する特徴や言語能力等）を

踏まえた上で、個に応じた学習の目標設定や評価尺度

及び方法、指導支援方法の検討を行うことが、教員に

求められているといえる。 

 

７． 知的障害のある児童生徒の教科指導 

令和３年の答申 27）では、目指すべき新しい時代の学

校教育の姿として「個別最適な学びと、協働的な学び

の実現」が提言された。「個別最適な学び」は「指導

の個別化」と「学習の個性化」を学習者視点から整理

した概念である。これを教員視点から整理した概念が

「個に応じた指導」とされる 28）。学習指導要領におい

ても、指導方法や指導体制の工夫改善により「個に応

じた指導」の充実を図るように示され、個の成長やつ

まずき等の理解や個々の興味・関心・意欲等を踏まえ

た指導支援の充実が目指されている。 

特別支援教育においても同様であり、児童生徒の実

態を踏まえ、個の教育的ニーズに応じた授業づくりの

在り方が問われている。特に、障害の状態や特性及び

心身の発達の段階等に応じて、指導内容や指導方法の

工夫を検討し、適切な指導を行うことが重要となる。

これは、教科の授業づくりや指導においても、同様で

あるといえる。 

本研究では、指導形態として「教科別に指導を行う

場合」を想定しているが、教科別の指導で扱う内容に

ついては、一人一人の児童生徒の実態に合わせて、個

別的に選択・組織しなければならないことが多い。そ

の場合、個々の知的障害の状態や興味や関心、生活年

齢、学習状況や経験等を十分に考慮しつつ、各教科の

目標の系統性や内容の関連及び各教科間の関連性を踏

まえ、児童生徒の実態等に即した指導内容を選択・組

織し、設定する必要がある 29）。図画工作科及び美術科

の指導に携わる教員にも、知的障害の学習上の特性や

適応行動の困難さ等を把握した上で、目指す資質・能

力が育まれるように指導計画を作成し指導支援を行う

力が求められる。特に、図画工作科及び美術科におけ

る鑑賞教育では、児童生徒の美術作品の認知や鑑賞時

の思考等に関連する言語理解力や言語表出力の実態把

握は、重要になると考えられる。 

 

８．図画工作科及び美術科の鑑賞学習の実態把握 

（１）各教科の指導計画の作成 

 障害のある児童生徒に対して、教員は適切な指導支

援を行うために、「個別の教育支援計画」や「個別指

導計画」の作成を行う。「個別の教育支援計画」は、

家庭及び地域並びに医療、福祉、保健、労働等の業務

を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点で児童

生徒への教育的支援を行うために作成されるものであ

る 30）。「個別の指導計画」は、障害のある児童生徒一

人一人の指導目標、指導内容及び指導方法を明確にし

て、きめ細やかに指導するために作成するものであり、

個々の実態に応じて適切な指導を行うために各学校で

 

表１ 「個別の指導計画」の様式例  出所：文部科学省「特別支援教育について 資料５ 個別の指導計画の様式例」 
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作成しなければならないものである 31）。 

各教科の指導に当たっては、児童生徒の「個別の教

育支援計画」と関連付けて作成した「個別の指導計画」

に基づいて、一人一人の学習状況や結果を適切に評価

し、指導目標及び内容、方法の改善を行い、より効果

的な指導支援を教員は行うことになる 32）。図画工作科

及び美術科においても、「個別の指導計画」を用いて

児童生徒の実態把握を行い、指導目標や内容、指導や

支援方法、配慮事項等を考え、題材の開発及び研究や

授業における指導支援の在り方等を検討することにな

ると考えられる 33）。「個別の指導計画」については、

決められた様式はないが、文部科学省が様式例として

６つ示している（表１）34）35）。表 1 からも分かるよう

に、「個別の指導計画」には、「実態把握」「目標の

設定（長期目標・短期目標）」「指導内容・支援の設

定」等が記載され、実践を通して、それを評価・改善

する役割を持っていることが理解できる 36）。ただし、

様式例を総覧すると、教科学習に関して実態を記述す

る欄には、実態把握の視点(観点)等が示されているわ

けではないため、教科学習の前に把握すべき実態が不

明瞭であると共に、教員の教科学習の捉え方によって

記述内容に差が生じる可能性があると考えられる。 

 

（２）特別支援教育におけるアセスメント 

 障害のある人の支援を考える際、支援対象者に関す

る情報を主観的情報（本人が訴えるもの）と客観的情

報（行動観察、環境観察、関係者からの情報）を収集・

分析し、支援に向けて解決すべき課題を構造的に把握

する「アセスメント」という概念がある 37）。渡邉（2015）

は、アセスメントは心理検査や面接、観察等を用いて、

児童生徒の特徴を測定・評価し、結果を関連する情報

と併せて総合的に解釈し、この情報に基づいて援助の

仮説を立てるプロセスや手続きのことであると指摘す

る 38）。さらに、「実態把握」と「アセスメント」が教

育現場で混同して使用されることを指摘し、「実態把

握」は「アセスメント」の一部分と捉えることができ

ると言及している。また、その目的は「①子どもの学

力、行動、社会的適応、運動や身体発達における教育

的課題を明らかにする。②障害の有無（疾病、障害概

念にあてはまるか否か）について教育的判断を行う。

③必要な教育的対応の判断と決定を行う。」ことであ

ると示している 38）。つまり、アセスメントとは、児童

生徒の障害等の実態に関する情報を様々な方法で収集

するだけではなく、それを分析及び解釈し、指導支援

の在り方について検討する過程までを含む概念だとい

え、こうした考え方が障害のある児童生徒の図画工作

科及び美術科の鑑賞教育（題材開発や指導支援等）に

も重要になってくると考えられる。 

知的障害のある人へのアセスメントは、個人と環境

の視点から実施し、適切な支援へとつなげることが求

められるとされ、個人へのアセスメントの方法として、

心理検査や行動観察、本人が書いたノートやテスト用

紙、日記、作品等があげられている 39）。また、面接等

表２ 調査概要 

表３ 調査結果 
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も用いられる。心理検査としては、知能検査、発達検

査、社会性の検査、言語検査等、対象や目的に合わせ

て、様々な種類がある 40）41）。 

教育現場においても、児童生徒の障害の状態等の把

握に当たっては、学習場面や遊び等の行動観察や諸検

査の実施等を通して把握を行う場合がある。先に示し

た表１にも、その記述内容に複数の心理検査が挙げら

れていることがわかる。心理検査では、知的発達水準

や言語理解、言語表出能力等を考慮して、複数の検査

を組み合わせることが重要であるとされる 42）。鑑賞教

育においても、児童生徒の状況に合わせて、柔軟に方

法を組み合わせながら、学習前に実態把握を行い、題

材開発や研究、指導支援の検討に反映していくことが

重要となるだろう。 

 

（３）図画工作科及び美術科の鑑賞学習における実態

把握の課題 

 これまで述べてきたように、知的障害のある児童生

徒の状態の把握については、対象や目的に応じて様々

な方法がある。図画工作科及び美術科の鑑賞教育にお

ける児童生徒の実態把握の状況を把握するために、現

場教員を対象として、電話とメールによる聞き取り調

査を実施した（表２）。対象は、静岡県の特別支援学

校（知的）に勤務している教諭とした。対象者は、こ

れまで交流のあった教員を選出し、担当学部が様々な

８名から回答を得た（表３）。 

 本調査で明らかになってきたことは、鑑賞対象とし

ては児童生徒の制作した作品が多く用いられており、

作家による美術作品を単独で鑑賞対象として用いた鑑

賞学習の事例はみられなかった。作家による美術作品

の鑑賞を行う場合は、表現と相互に関連付けて実施さ

れている事例が多かった。 

実態把握については、個別の指導計画や行動観察を

通して実施している場合が多く、心理検査の結果を図

画工作科及び美術科の鑑賞学習における実態把握に活

用している事例もみられた（表３の「◎」）。心理検

査で評価された認知処理過程（K-ABC）や発達段階（太

田ステージ評価）等を指導支援の際に活用するという

内容である。基本的に、他教科等で実施した心理検査

の評価を鑑賞学習に活用しているという結果となった。

また、最も多かったのは、行動観察を通して指導支援

等に必要な実態を把握するという方法であった。特別

支援学校における児童生徒の実態把握の方法としては、

行動観察が多く用いられているが、教員の問題意識の

捉え方の違いにより、児童生徒の実態や課題の捉え方

が異なることや教員の主観的な見方になりがちである

という課題が指摘される 43）。今回の調査でも、個別の

指導計画に関して、同様の課題が見えてきた。回答で

挙げられた課題を、以下に列記する 44）。 

 

・個別の指導計画の目標や支援内容については、記載

する教員の視点（問題意識、目標等）が主観的に記

述されることや、記述スペースにも限界があるため、

図画工作科及び美術科に関する詳細な実態を記入し

づらい 

・図画工作科及び美術科に関する児童生徒の実態把握

が適切に実施できていない。個別の指導計画にも何

を書けば良いのか迷う 

・鑑賞に取り組む際、目標や評価が曖昧になる 

 

上記に示されたように、図画工作科及び美術科の鑑

賞教育において、児童生徒の実態把握の視点（観点）

が曖昧なことに加えて、目標や評価の設定も曖昧にな

っている現場の状況が考察できる。野﨑（2017）は、

子供の実態を的確に把握するためには、行動観察の観

点を教員間で明確にし、客観的に行動観察を行うこと

が重要であり、その事実に基づいて、指導・支援の手

立てを導き出すことが大切であると指摘する 45）。児童

生徒の実態把握の場面で重要になるのは、教員が実態

把握の観点を明確にすることであるといえ、その明確

化は知的障害のある児童生徒の鑑賞学習の目標や内容、

指導支援方法と相互に関連しあっているものであると

考えられる。 

  

９．鑑賞学習の実態把握や学習指導体型の構築 

 近年、小・中学校の図画工作科及び美術科の鑑賞教

育の困難さを解決するために、様々な提案がなされて

いる。藤田ら（2017）は、鑑賞学習指導の困難さ（目

標と評価の設定）を感じている教員が多いことから、

「指導者が自らの授業を自覚的に設定、展開し、授業

の質を高めるとともに、鑑賞学習のカリキュラム構造

化を適切に行うための評価資料として活用することを

目指したツール」46）として、鑑賞学習ルーブリックを

提案している。このルーブリックは、「列」に「（A）

観点（見方・感じ方）」、「（B）作品の主題」、「（C）

造形要素とその効果」、「（D）作品にまつわる知識」、

「（E）生き方」を設定し、「行」に「レベル（４段階）」

が位置付けられている。各観点の学びの質の高まりを

４段階のレベルで評価できるようなルーブリックとな

っている。ただし、この鑑賞学習ルーブリックは、絶

対的な基準ではなく、ひとつの指標として示され、授

業者がカスタマイズしていくものとして位置づけられ

ている 47）。また、内田ら（2022）は、鑑賞及び図画工

作科や美術科における鑑賞教育の難しさを解消するた

めに、その理由を考察し、鑑賞法の種類を分類すると

共に、鑑賞及び鑑賞教育の構造を明らかにしている。

その構造を理解する試案として、鑑賞法の構造表を提

案している 48）。この構造表〔試案〕では、「列」に「鑑

賞行為」を「行」に「学習目標（指導目標）」が位置

付けられている。「鑑賞行為」は「みる」「しる」「か
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んがえる」「つくる」「あそぶ」の５つに分類・整理

され、「行」にはその鑑賞行為を通して修得する「①

方法」、「②内容」、「③能力」が順に位置付けられ

ている。この表の特徴は、「③能力」を身に付けるた

めには「①方法」及び「②内容」の習得が必要である

ことが明確に理解できる点にある。この構造表を活用

する教員が、「方法」及び「内容」や「能力」の関係

性を理解できる構造になっている。 

 今後は、こうした先行研究の鑑賞学習ルーブリック

や構造表を参考にしながら、特別支援教育（知的）の

鑑賞教育における鑑賞学習の体型を構築していくこと

が喫緊の課題となる。その際、並行して鑑賞学習に関

連する児童生徒の実態把握についても考察が必要であ

る。知的障害のある児童生徒の各教科の指導では、児

童生徒の知的能力や適応能力、概念的な能力等を考慮

しながら、カリキュラムや題材を構想したり、指導支

援の手立てを検討したりする必要があると考える。例

えば、内田（2022）が提案している構造表における「鑑

賞行為」に関しては、教員が児童生徒の実態を事前に

把握した上で、学習目標（方法、内容、能力）を設定

する必要がある。さらに、美術作品の鑑賞学習におい

ては、児童生徒の美術作品の認知や鑑賞時の思考等に

関わる言語理解力や言語表出力に関する実態把握も重

要になるだろう。こうした実態の把握も、学習目標（方

法、内容、能力）の設定や指導支援の在り方に影響を

与えると考えられるからである。 

 

10．おわりに 

 本論では、知的障害のある児童生徒の鑑賞学習や鑑

賞学習における実態把握（方法等）について、先行研

究や調査を基に、その現状や課題、今後の可能性につ

いて考察した。今後は、特別支援教育（知的）の鑑賞

教育における実態把握や鑑賞学習の体型を構築してい

くことが喫緊の課題となる。今回の調査では、静岡県

内の特別支援学校（知的）に在籍する教員８名を対象

としたが、今後も更にデータを蓄積し、現場の状況や

課題を把握していく必要がある。 

また、並行して、鑑賞活動における児童生徒の美術

作品に対する認知の特徴分析にも取り組んでいる。図

像や美術作品の認知に関する特徴を考察するために、

特別支援学校（知的）の小学部に在籍する児童を対象

として、視線測定を実施している 49）。この測定結果や

測定後の児童への聞き取りの内容から、対象児童が自

身の体験や好み等をもとに、主観的に図像を捉えたり、

想像を広げたりしている傾向にあることが考察された。

これは、鑑賞学習の題材検討において、児童の経験や

興味関心の実態把握の重要性を示唆する結果でもある。

さらに、鑑賞学習時の環境設定（人や機器の配置等）

が児童の鑑賞行為に影響を与える可能性が高いことや

児童の見方を広げる指導支援の手がかりについても考

察された。この結果から、美術作品の鑑賞時に、小・

中学校での鑑賞学習とは異なる鑑賞環境や指導支援に

対する配慮が必要であることが想定される。こうした

配慮と合わせながら、今後、特別支援教育（知的）の

鑑賞教育における児童生徒の実態把握や鑑賞学習の体

型を構築に取り組んでいく。 
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